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1. はじめに 

我が国における 65 歳以上の高齢者の認知症患者数は，

2012 年現在，462 万人と推計されており，今後もその数は

増加すると予想されている [1]．認知症は認知機能が低下

するため日常生活に不都合を生じることが多く，さらに老

化現象と勘違いされて適切な処置がなされないことも多い．

そのため，認知症の人やその家族が抱える不安や悩み，そ

して介護者の負担は増大し続けており社会問題となってい

る． 

このような認知症本人や家族への支援の一つに Web サ

イトによる情報提供がある．英国 DIPEx の Web サイトに

は，がんや脳神経疾患などを体験した患者の語りが掲載さ

れており [2]，その中に 31 名の認知症患者を介護した体験

者の語りのコンテンツがある．医療従事者ですら十分把握

することができなかった認知症本人とその介護者の生活実

態を，介護者の語り（映像・音声）を通して知ることがで

きる． 

また，この Web サイトから得られた知識や情報は，曖

昧であった家族の気づきを早期診断に繋げることや，適切

な医療・介護サービスを受けるためにも効果があると考え

られる．さらに，認識・理解・判断という認知機能が低下

して日常生活に影響を及ぼす認知症の場合は，他の疾患よ

りも医学的な知識や情報だけでなく，他者の体験情報も重

要になってくる．同じような立場の人からのサポートは，

孤独感の軽減やトラウマ経験の緩和，心理社会的側面の改

善に有効であるとの報告も多くあり，認知症本人や家族ら

に他者の体験情報を提供する体系だったシステムの確立が

必要とされている． 

しかし，そのような認知症に関する体験を集約して情報

発信している Web コンテンツはほとんどない．そこで本

研究では，認知症本人と家族介護者の支援を目的に，内容

の信頼性と妥当性が担保された「病・介護体験の語り」に

よる Webコンテンツを構築した． 

2. Webコンテンツの構築 

2.1 インタビューと内容分析 

本研究では，認知症本人 7名，家族 35人の合計 42名に

研究協力への同意が得られた．このうち 24 名が映像公開

に同意され，12 名が音声のみ，6 名がテキストのみの公開

に同意された． 

インタビューは，研究協力者の居住地に出向いて実施し，

研究協力者および代諾者の同意を得てビデオカメラとボイ

スレコーダーで記録した． 

インタビューした内容は，逐語録の内容を研究協力者に

フィードバックして，公開可能な部分を特定した．その後，

テーマ分析法を用いて認知症に関する特徴的な概念やカテ

ゴリを抽出し，結果として，「症状の始まり」・「日常生

活の障害：排泄・食事・睡眠など」・「認知機能の変化～

記憶，時間，空間，言語など」・「診断された時の気持ち

（若年認知症本人）」・「診断された時の気持ち（介護家

族）」・「病気であることを伝える」・「介護と仕事のか

かわり」「認知症本人の家族への思い」など 22 トピック

を選定した（図 1参照）． 

なお，本研究における内容の妥当性や医学情報の正確さ

については，有識者による内容確認を受けた． 

 

 

図 1 Webコンテンツのトップページ・トピック一覧 
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2.2 Webコンテンツの構成 

 Web コンテンツは，トピック・語り手の立場・認知症の

タイプのそれぞれの項目を一覧にしたページ（トップペー

ジ），各トピックを説明するページ（トピックサマリーペ

ージ），各トピックに関連する語りを抽出して語り手かつ

内容別に作成したページ（クリップページ），語り手のプ

ロフィールとその協力者の語りへのリンク一覧を掲載した

ページ（プロフィールページ）で構成した．また，Web コ

ンテンツの制作・管理には CMS（Contents management 

system）を使用した． 

 トップページは，図 1 のように，はじめに各トピックへ

のリンク一覧を掲載した．次に，語り手の立場別にプロフ

ィールページへ促すためのリスト，および認知症のタイプ

別にプロフィールページへ促すためのリストを掲載した． 

 トピックサマリーページは，トピックの解説とともに，

概念を例示する語り（クリップページ）を盛り込んでいる．

図 2は，トピックサマリーの一例である．  

図 2 トピックサマリーページの例 

図 3 クリップページの例 

クリップページは，各トピックに関連する語りを抽出し

たページであり，図 3 はその一例である．クリップページ

は 367制作し，各ページは左上に 320 x 240 pixelsの動画ま

たは語り手の写真，その下にクリップで語られる全文，右

上に語り手のプロフィールの概要を配置した． 

クリップで使用する語りの動画は，必要となる語りをイ

ンタビュー映像ファイルや音声ファイルから抽出して編集

し，スマートフォンに対応するため MP4 形式で制作した．

これら動画は，最も長いもので 4 分 49 秒，最も短いもの

で 32秒であった．  

3. Webコンテンツの公開とアクセス状況 

 Web コンテンツは，2013 年 7 月 10 日に 14 トピック，

2013年 12月 30日に 8トピックを公開した．Webコンテン

ツの URLは，「http://www.dipex-j.org/dementia/」 である． 

Webコンテンツの公開から 2014年 5月 31日までのアク

セスを集計した結果，全 22 トピックを構成する 367 クリ

ップページへのアクセスは，合計 255,443回であった． 

クリップページごとに 1 日あたりの平均アクセス回数を

みると，最もアクセスのあったクリップページで 1 日あた

り 23.31 回，最も少ないクリップページで 1 日あたり 0.09

回であり，平均してクリップあたり 1日平均 2.36回のアク

セスが確認された．また，クリップページの 1 回あたりの

平均閲覧時間をみると，最も長い閲覧時間のクリップペー

ジで 1回あたり平均 174.65秒，最も短いクリップページで

1 回あたり 32.28 秒であり，全体として 1 回の閲覧で平均

85.01秒の閲覧時間を記録していた． 

 さらに，各クリップページに設置していたコメント欄に

は，110 件を超える投稿があった．具体的には，本コンテ

ンツに掲載している語り手と同等の立場にあって，同じよ

うな悩みを持つ人からは，共感を得ることができたとのコ

メントや，介護関係者や医療者からは，語られた生の声を

評価するコメントなどが寄せられた． 

4. まとめ 

 本研究では，認知症本人と家族介護者の支援を目的とし

た「病・介護体験の語り」による Web コンテンツを構築

した．具体的には，認知症本人 7 名と介護体験者 35 名に

インタビューした内容を，診断時の気持ちや介護者の葛藤

など 22 トピックに体系的に取りまとめ，動画・音声・テ

キストで表現した 367 クリップを制作し公開した．今後の

課題は，Web コンテンツの評価を実施し，改善や充実をは

かることである． 
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